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木工みやげ品に 関 す る 試 験

石 原 主主 久

Sfudy on the Local Souvenirs in Yaman8shi， Japan. 

Yoshihisa ISHII-IARA 

Abstract Designing and manufacturing of new wooden-mudc local souvenIrs 

were conducted in 1963 to 1964-， which wcrc; 

Woodcn-graved iVIt. Fuji， 

Rhododendron lca vcs-sbaped ¥¥'ooden pentray， 

Cake bowl cal'vcd '¥¥'ith Takeda diamond-shapcd crcst 01' Tochi wood 

and 

Hors d'aeuvres bowl of Katsura wood. 

ivIarkct-rcscarching of thesc materials wcrc donc in the summer of 1964 with 

thc c∞O∞ope町I問atio凹叩nof sevcl悶alsouvc 

a出sin t出heKof“u ba出sinし‘ 

This rcsults showed that thc wooden-graved rvIt. Fuji was highly rccommendcd 

as the best souvcnir by the cnstomel'S and lllcrchants 

Thc local souveuirs manufacturing co.operative was organized among， peoplc 

in Narusawa， Yamanashi 0孔l¥Jarch，1965 to promote making this wooden-gra¥'cd 

rdt. Fuji目

要 旨昭和初年と39年にわたり，次の壁かげ，ゑ，皿類など 6品目， 10種類1こついて

430点を試作し，これを昭和39年に委託販売した。

富 1:IU木彫壁かけ

γヤクナゲ葉形ベン11止

武田菱紋様入菓子皿

胴張形菓子JIIlセ y ト

オードプノレ感分盆

1.Ll:五湖周辺およひ手甲府l1iで販売してみたところ，富 I:IUの壁かけは観光客およびみやげ

品販売庖の聞で極めて計fjJのよいことがわかった。また，木工みやげ品の生産意欲につい

てききとり調売をおこない，もっとも関心が抗告かった寓 k山鐙の鳴沢村で講習会を開き，

富士山の壁かけの技術指導をおこなったO この結果，昭和40年3月には受講者によって生

産組合が結成された。
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1ま じ め

さいきん鋭党li国民生活にとってきりはなせないものとなり，観光シーズンも従来の二季型から四季

~lに変りつつある。 山梨県を訪れる観光客は県商工課の調査によれば昭和38年iこ1，100万人を越え，消

費額においても 110億円にの防といわれている;木県内観光資源はすこぶる鮪であり，わが同のみ

ならず世界的にみても第一級のお質をもってし、るといっても過五ではない。このように忠まれた観光対

象があるにもかかわらず，観光客を満足させるような郷土色ゆたtJ込なみやげ品はすくなく，またその産
2) 

地も大部分は他府県である。

もともと土蔵品とは，書いて字のごとく，その土地の特産品でi0るのが木米の姿であり，またこの豆、

財ーでのみ ?~-YMI こそもっとも観光客に喜ばれるものと与える。山梨県は 4分の 3 が山J也で占められる山

岳県であり，自然の瓜ETとともに木付の資的、にも恵まれている。そこで木工みやげdlzを開発L，木県の

特産品としたい考えである。

この試験をおこなうにあたり，御教示いただいた成業工芸試験所，資料をよせられた山梨県所工機維

課，また協力を惜しまれなかった観光業者の方々に採く御礼を申上げる。

最後に，安藤愛次場長，社、良次技師をはじめ当試験場員各位よりあたたかい御指導と御綬誌をいただ

いたことを感謝する。

1，これまでに試作した品目

委託販，充試験をするため，第 I表のように 6品目， 10徐について400点余を作成した。

第 l支 試f'F I日の ifi .jl: と原価

1Z712 1 日 )( き !J、 た ち Ht h問
円

壁 泊、 It (大〕 480x 400 長方形 2，000 

" 〔中) 400x 330 
" 1，200 

" (小) 360x 300 " 1，000 

" Cii青) 180x 130 " 160 

へ ソ ][ 240X 65 長楕円形 140 

身モ 十 問 l立f王255 1'1 Jf~ 350 

1j~ -F ][セツ ト ((大小〕〉230 X 230 
13Qx 130 方 jJ-j 1，000 

ネff 今仕 土孟 235 x 235 
" 350 

盛 分 盆 265x 265 
" 400 

備考:菓子II1lは議装により 2種類を試作
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1 )壁かけ(写真 1) 

円本人ならもちろん，とおく海外から訪れる観光客も富士111の美しさには舷せられるものである。寓

士の景観のなかでもとくにタド培に映 21真 l

える富士はすばらしく，これは赤富

士とよばれ， I日iく*j:cに同かれ，詩に

うたわれてきた。電かけの本体はこ

の美しい富士の姿をカツラ付に浮き

彫りして，カVユー塗料を吹付け，

研IHL仕上げしたものである。傾の

部分11ウオールナット合板あるいは

布地を用いたのも試作したO 監か

けの大きさも大，中，小の 3種類を

[下ったが，なお木彫したものを原塑

として石仔製dfIも作ってみた。

2)へγIill(写真 2)

富士山におおい高山植物の一つで

あるシヤクナウの葉を形どった。下

塗にはカ Vユーの暗い品、色をもちい

葉脈を赤色で筆書きL，さらに上塗

に赤黒色をう Fく吹きつけ，業脈だ

けを赤く研出し仕上げしたものであ

る。

3 )菓子皿

トチノキの木口の美しさを生かし

写真3

写真2

て透明の塗ffをぬり，武田菱の紋様を金箔でつけ

たものと，朱色のカ、ンユーで塗りあげ，それにお

なじく武田菱の紋t:R{(配したものとの 2積煩を作

成した。

<[ )菓子皿セット

武III菱を出きださせ金約をはった菓子JI[のセッ

トである。これはログロで丸く作ったものを胴張

形の四角にカヅトし亡力強さを強調し，なお塗料

にはカシユーの黒艶iIヨしを用いて，主主みと沼付い

た感じをだしてみた。
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5)給日余

武田信玄が用いた左いう軍配を形どり，ルーターマVγでくりぬいて，黒地に武田菱の金?告をはって

仕とげたものである。

6)主主分ft(写真 3) 

オードブルや菓子などを盛分ける盆で，材料にはカツラ左用いた。表はほどよく面1分割をL，塗料は

カ三〆ユーを用いて朱色のなかに黒い線のアクセ γ トを求めた。

2 委託販売した結果

昭和39年 5月初日から，甲府市に lカ所，山中湖j也医に2カ所，河口湖地灰Iこ3カ所，言1.6カ所の観

光みやげ品応をえらび試作品を販売してみた。委託手数料を第 l 表の原価に対L3~4 割と L ，それぞ

れの製品こ、とにl安売制Ii格をきめた。

2ヵ月たった 7月20日第 I同の売 Hf調査をおこない，その後20日たった日月 10に最終的な販売数量

をとりまとめた。はじめの~I'I再では観光γーズ γ11'，すくなくとも 8 月末までは委託販売する予?とであ

ったが，品目によっては売切れてしまったものもあり，補給することもできなかったのでω日間で打切

ったわけである。 60H目と80日目にしらベた品目別の委託および販売は第2表にしめすとおりである。

第2表 委託数量と販売数量

三三1王土l三Jytf式ι
既かけ(大 ) 1 30 1 1O(お) 1 15 (田〉

1/ 

1/ 

へ 〉ノ

'!f~ 子

(小) 1 30 1 8 (26) I 12 (40) 

〔小〕

Cii膏)

1Ill 

皿

30 

30 

180 

60 

19 (63) 22 (73) 

15 (叩) 22 (73) 

47 (26) 73 (40) 

2 (3) 8 (13) 

菓子肌セット I 9 1 (11) 1 (11) 

給仕盆 1 3C o (0) 3 (10) 

盛 分 盆 30 o (0) o (0) 

子一 仁互:工EE二一」二三豆ζ 二
備考・( )は委託数量に対する販売数量の比率を示す

80日間に42ヲ点、のうち363百にあたる 156点が売れたが， 7月20日までに約100点，その後の 20日間で50

点というように， 7月から 8月にかけておおく売れた。

品目別には富 1;111の壁かけ，とくに(小)が成績よく， 6ヵ所のうち 3カ所では7月中にすべて売り

つくしてしまったっベγIIIlは甲府が2割程度の売れゆきであったが，富士山麓では約5割が売れた。

これらにくらべて菓子皿，盛分盆，給仕盆の販売成績はいずれもあまりよくなかった。なかでも療分
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盆は30点を委託したが全く買い手がつかなかった。菓子皿は甲府で10点のうち 5点が売れたが，富土UI

鐙で1:J:50}.'iでわずかに3点しか売れていない。

販売市によって，おなじ地区でも成績が相当に差があった。これはおもにその自の位置によるのであ

ろうが，なお製品の展示方法も成績を大きく左右しているようであった。

3 試作品についてのアンケート

試作品にはア yケート用のハガキをそえて，買上げの動機，製品に対する批判などを記入してもらっ

た。また販売庖にも試験の目的を説明し亡，製品についての批判lや売ったときの購入者の反比、などをき

いてみた。

1 )買った人の草、見

アγ ケートが返ってきたのはわずかに14通で，売れた点数の l割にも達しなかった。したがってごく

一部の意見ではあるが，今後の参考にまとめてみると次のとおりである。

富士山の監かけについては6通のア γヶートがあったが，買った動機は寓 1:登111あるいは五湖遊覧の

記念品ということが共通していた。製品についてはデザインがよく，値段も手ごろであるとの意見がお

おかった。ベγJIIlには日通の意見がょせられたが，デザインのよいことが史上げの動機にあげられてい

た。値段が安 Fぎるという菅瓦もあった。このほか盆，皿煩にブドウの房と葉を浮彫りしてはどうか，

などのように地)J色をデザイ Y にとり入れる)jがよいとの意見がおおかった。

2)売った人の意見

富 l:11Iの壁かげで和室向のものも考案されたい。また額のノ、ックに黒のビロードの布地を用いたもの

はほこりがつき易いので改良されたいなどの意見がよせられた。

また宮上山麓の売広からは，外国人も買うので，製品の英文説明をつけられfょいとの希望があった。

各広から高削!なみやげ品がよく売れるのは，観光客のもっともおおい 7月よりもむしろ秋口なので，そ

の時期に販売したいという要望があった。

4.試作品に対する考察

以上の販売試験，およびアンケートの結果から，試作品について検討を加えじ主ょう。

まずみやげ品のデザイ γには郷土色をとり入れることが絶対に必要だと考えられた。委託販売におい

て，郷土色の入らない盛分盆が全く売れず，買った人あるいは売った人の意見にもみやげ品に郷土色を

盛ることの必要性がとかれている。さらにおなじ山梨県内でも地域的なローカノレ色をデザインにとり入

れたガがよさそうに思われたo ;/ヤクナゲを形どったベンl肌が富二1:lli箆でよく売れ，武田菱の;葉子JIIlが

甲府てーしか売れなかった。

政売試験とァ γケートを通じて好評であったのは寓士山の壁かけであった。そのなかでも大きさが縦

30，横36cmの(小)がもっともよく売れたが，これは富士山そのものをデザイ Y したことがみやげ品

として好まれ，大きさも手頃であったためと考える。 ('1')は既述のようにハヅクが布地であったので
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販売成績が落ちたものであるう。

菓子皿，感分盆あるいは給仕盆がいずれもあまり成漬がよくなかった。これら製品のフザイシにはな

お検討の余地があるにしても，原凶はおもにプラステック製品の進出によると考えられた。盆や皿の実

用品におい亡はフラステック製品のrh¥質が向上L，値段も安いため，今後これらの製品に対抗して木工

lVIをつくることはむずかしいと思われる。ただみやIJlh'lとして実用的な苗!ばかりでなく，記念品あるい

は芸術的な価値をもたせるのであれば，一品生産としての千丁一芸的な)JII飾，たとえば彫刻を施こすこと

が必要と考える。今回の委託販売においても，彫刻を施こした製品は 6割ちかく売れていたが，塗装だ

けのものは3割程度の売れゆきであった。

以上のような号安から，当luIのヨ産指導としては富cLiUの主主かけにしぼり，今後の試f下品においても

彫刻を施した工芸的なみやげ品に重点、をおくこととした。

ふ木工みやげ品の生産意欲の調査

昭和39年8月から10月にかけて，山梨県林業試験場により県干 5町村におい亡私有林業の実態調査が

おこなわれた。この調査は林野の所有l面積をもとに階層区分し，各階層から11nll¥U，二林家を個別jに訪問

し，ききとり調査をするものであった。そこで質問のなかにつぎの項目をとりいれた。

商業あるいは主業として木工みやげ品を作りたいと考えているか。

1，考えていなし、。

2，指導し亡くれるなら与えてもよいυ

3，指導しt くれるならぜひ考えたい。

この調査結果は第3表のとおりでめる。

第3表 木じみやげ品生産への怠向調査

郡 市じず主己主序_1JI二りL止坦L竺l_J坦竺 l 許

可 五|宮沢町 1双葉町|牧 ri:rur I上野原町 鳴沢村 1 川

二示石、丁--6--1-~-3-1-~-6 1-.-7 -1-6-1-28 

考えてもよい

ぜひ年えたい 。
5 

。
4 

。 。
一一 一 一 一 一 一一

3 14 

2 2 

各町村で10戸内外をしらべたが)3U主専のあったのは44戸である。林業がさかんで木材資源のおおい富

沢田:J)上野原町では木工品に対する関心度は恒め亡低かったc 逆に林野[(II積がすくない双葉町や牧丘町

では関心がたかい傾向がみられたJ 鳴沢村は林野面積はひろいが富士Ilj麓の観光地にあり，地元でみや

げ品を作り fこいという意欲がこの結果にあらわれていると考えられた。そこで製品説明会を鳴沢村と牧

『丘町で開催したが出席者もおおく，質問も活ばつで， [il1j!也区とも木工みやげ品の作成には相当の意欲の

あることを現地で確かめることが Eきた3
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6 富士山壁かけの生産指導

阪売試験とア Yケートによる市場調査と生~意欲の調査結果をもとにして 2 京cl;ILi践の鳴沢村におい

て，富士山の壁かけの生産技術を指導することにした。

それに先だちまずどの位師寺売力があるかを倹討してみたO 観光速阜lの調査によると山梨県を訪れる観

光客のうち，みやげ品を買うばあい壁かけをえらぶ人が 8%であり，絵はがき，こけし，水品却l工，ブ

ドウについで壁かけは第 61'立をしめている。また山梨県の観光地になにを望むかという質問に対して，

道路，サービス，施設の改善，自然保護につづいて，みやげ品の改善があげられている。

昭和38年の観光客数は[， [日目万人であったがこれらの人々のうち半数がみやげ品を買い， そのうち 8

%が壁かけをえらんだとしょう。また何箇煩かある肢かけのうちで富士山の壁かけの買う人が5%と仮

定 Fると次のような計算になる。

[， lO07fAx 0， 5 x 0.08 x o. 05~2.2JI人
lなわち[年に2万個は売れることになる。

-jj，宮土山の暖かけの生皮能力は[人あたり lヵ刀で75枚[年間では日00枚程度である。した

がって 2万枚の需要をみた !-Iこは2日数才;の生産者が必要ということになる。

5) 

なお，今後の見とおしとして，山梨県では昭和45年に2，000万人の観光客を推定し亡いるー富士山の

壁かけの購買関係についての諸係数が現在のままだとしても，昭和45年には 4~5 万枚が売れると考え

ても過大評価ではあるまし、。

以 kのような検討に立って，県尚工織維認とも連絡して次の方針をたてた。昭和40年 I月から 2月に

かけて校術講習会をひらく。受講者は20名で 1週間のうち月限から7J限まで 3日間つづけ 3週間にわ

たり延9日間に富士山の壁かけ，とくに彫刻について講習する。受講者は男 6名，立22名，計28名が参

加した。大部分が農林業に従事する人で女性はほとんどヨ婦であった。木工技術については素人が大部

分であったが，予怨していたより技術の向上が早かったO

昭和40年3月には，これら受講生が中心となって富士北鐙土産品生恋組合を結成L，ょうやく富士山

の些かけも地についた生産がはじめられるようになったわけである。

お わ り

昭和初年度の第[2回全国試験所作品展がII月に東京，晴海町で聞かれたが，その際に富士lliの壁かけ

を/1\品し批判を仰いだ。産業工芸試験所の藤井左内所長の講評に「このJllà5J~会は試 ('1 品を通じて各試験

所の研究発表の場とされているが，研究にもっとも大切なことは，そのテーマの選定であり，開発の方

法，手段である。とくに地方公共試験機関のばあい，その目標を集約して効果的な成果を求める努力が

欲しい。」として当場から出品した富士山の壁かけを引例されたO すなわち I山梨県林業試験場出品

の富士山の祭かけは，観光土産品の開発のために市場調査や技術を分業Vステムにより容易に習得させ

るよう努力され，一つの特産品にまで高め得たものとし亡興味がある〉oJと述べられたoこの講評は筆

者にとって採めて))強いものであった。これからも試作を続け販売してみてよいみやげ品を開拓したい
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考えである。なお富士 111の壁かけについては翰山品としての品質を検討したいと考えている。筆者がお

こなう木工みやげ品の試験，あるいは発足したばかりの生産組合も今後に問題が山積しているのでおお

くの方々に御批判と御支援をお願いする次第である。
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